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はじめに
ゴマフアザラシPhoca larghaは日本で観察され

るアザラシの仲間でも数多く観察される種であ
る （伊藤2005）．通常，本種は北海道では冬季に
観察されることが多いが，北海道東部の野付湾で
は夏季にも観察されることが知られている（青木
1996）．ここでは5–10月に尾岱沼港–トドワラ間
で観光船が運航され，頭数の多くなる8月にはア
ザラシウォッチングも行われているが，近年は正
確な頭数が報告されていなかった．そこで，野付
湾におけるゴマフアザラシの最新の生息状況およ
び生息頭数の季節変化を明らかにすることを目的
として，本調査を実施した．

調査方法
調査地は北海道東部，知床半島と根室半島のほ

ぼ中間に位置する野付半島の内海，野付湾である．
野付湾は水深が浅く，ほとんどの場所が 0.3–1 m

ほどである．例外は観光船の航路となっている潮
切り（澪）で，ここは水深が5 mほどある．野付湾
には海草の一種であるアマモZostera marinaが豊
富に自生し，ホッカイエビPandalus latirostrisや小
魚などの生息場所となっている．

調査は2007年6–10月には週1–2回程度， 2008

年6–10月には週1回程度行った．尾岱沼港–トド
ワラ間を運航する観光船に乗船し，調査者1名が
船から8倍の双眼鏡を用いて確認できる範囲のア
ザラシを遊泳個体と上陸個体とに区分して全てカ
ウントした．本文中の確認頭数は，遊泳個体と上
陸個体を合わせた頭数である．
また，アザラシの頭数と潮位との関係を調べる

ため，例年上陸頭数が多いとされる 8月の調査記
録を抽出して，潮位との比較を行った．なお，比
較にはトッカリにおける上陸頭数を用いた．潮位
は海上保安庁ウェブサイトhttp://www.kaiho.mlit.

go.jp/01kanku/の尾岱沼の潮汐推算データを引用
した．
アザラシをカウントした際の船の位置（緯度・
経度）をGPSにより記録した．さらに，アザラシの
発見が集中した場所5箇所（図1），すなわち，（1）
トッカリ，（2）トドワラの瀬，（3）カオルの瀬，（4）
ハダカ島，（5）フタマタについて，2007年6–9月の
調査記録から，アザラシの確認が集中する場所の
推移を分析した．なお上記の名称は地元漁業者が
呼んでいるものをそのまま使用した．
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結果
1．確認頭数の変化（2007年）
図2-aの通り，月ごとの最大確認頭数は6月に7

頭（調査回数 = 9回）， 7月35頭（8回）， 8月54頭
（14回）， 9月55頭（7回）， 10月7頭（2回）であっ
た．6月13日に1頭が初めて確認されて以降，6月
中は10頭未満しか確認されなかったが，7月中旬

から数が増えてきて，最高で55頭が9月9日に確
認された．9月下旬より確認される頭数は減少し，
9月22日以降は調査最終日（10月15日）まで再び
10頭未満となった．
比較的頭数の多かった期間（35頭以上がコンス

タントに確認された期間）は7月下旬–9月中旬で
あった．
また，8月28日，29日，9月9日に確認されたア
ザラシの中には，ゼニガタアザラシPhoca vitulina 
stejnegeri 1頭が含まれていた．

2．確認頭数の変化（2008年）

図1．調査地．アザラシの発見が集
中した5箇所（▲）の名称は地元漁
業者が呼んでいるものをそのまま
使用した．

図3．トッカリにおけるアザラシの上陸頭数と潮位の関
係．
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図2．野付湾内におけるアザラシの確認頭数．確認頭数
は遊泳個体と上陸個体を合わせたもの．白抜きの丸は各
月の最大確認頭数．a: 2007年．b: 2008年．
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図4．2007年6–9月のアザラシ分布
場所の推移．

6月 7月 8月 9月 合計

トッカリ 3 24 251 111 389
トドワラの瀬 0 45 109 10 164
カオルの瀬 9 4 0 9 22
ハダカ島 0 0 21 30 51
フタマタ 0 0 6 0 6

表．2007年6–9月の各分布場所におけるアザラシ確認頭
数の累計．

図2-bの通り，月ごとの最大確認頭数は6月が9

頭（調査回数 = 3回），7月36頭（7回），8月39頭（4

回）， 9月54頭（5回）， 10月6頭（1回）であった．
2007年と同様に， 7月中旬以降に確認頭数が増加
したが，前年と異なり8月に入っても40頭未満の
まま推移した．2008年の最大確認頭数は54頭（9

月15日）であった．そして， 9月下旬より確認さ
れる頭数は大幅に減少した．比較的頭数の多かっ
た期間（35頭以上がコンスタントに確認された期
間）は7月下旬–9月中旬であった．
また，8月31日，9月9日，15日に確認されたア

ザラシの中には，ゼニガタアザラシ1頭が含まれ
ていた．

3．上陸頭数と潮位の関係
図3の通り，潮位が低いときほど，アマモ場に上

陸するゴマフアザラシの頭数が多い傾向が認めら
れた．また，潮位11.0–41.5 cmまでは頭数に大き
な変化は認められなかったが，潮位41.5–44.0 cm

の間で，大幅な上陸頭数の減少が認められた．潮
位44–79 cmの間では，10頭前後の上陸個体が認め
られ，潮位79 cmを超えると上陸個体はまったく
確認されなかった．

4．集中場所と利用頻度
2007年6–9月を通しての累積確認頭数は632頭
であり，最もアザラシが集中していた場所はトッ

カリ（計389頭，62%）であった（表）．次いで，ト
ドワラの瀬（計164頭， 26%）であった．すなわち
この2箇所で， 2007年6–9月の確認頭数の90%近
くを占めていた．
各月ごとでは， 6月はカオルの瀬 （計 12頭，

75%），7月はトドワラの瀬（計73頭，62%），8月お
よび9月はトッカリ（計387頭， 65%および計160

頭，69%）へと，分布の中心地が移動していた（図
4）．
なお，ハダカ島においては 8月に初めて上陸

が確認され， 9月にはトドワラの瀬を越える頭数
（19%）が確認された．

考察
1．確認頭数の変化
野付湾におけるゴマフアザラシの過去の生息頭

数については，夏から秋にかけて最大約80頭で推
移し、12–1月の野付湾が結氷する直前に個体数が
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再び増加して100頭を超すことが報告されている
（青木1996）．本調査においては2007， 2008年と
もに 7月下旬–9月中旬に最も確認頭数が多かっ
たが，最大で54–55頭と，80頭には至らなかった．
地元漁業者の話でも，ここ数年観察される頭数が
少なくなっているという．しかしこのような生息
頭数減少の原因は明らかではない．また調査期間
外になるが、 2008年1月7日には湾内に張った氷
上で休むアザラシ121頭が確認されている。
また8月の確認頭数が2007年は平均的に40–50

頭前後であったのに対し，2008年は最大でも30頭
台であった（図2）．全調査期間を通じた最大確認
頭数は両年ともに9月で大きな変化は認められな
い（2007年 : 55頭，2008年 : 54頭）ため，8月の野付
湾内の食物資源量が2008年の方が少なかったか，
風蓮湖や国後島のケラムイ岬など， 周辺のゴマフ
アザラシ生息地における食物資源量がより豊富で
あった可能性が考えられるが，さらなる分析が必
要である．
なお，2007年の調査結果では，9月下旬より確
認頭数が急激に減少しているが，同年に同様の調
査を実施していた守川（2008）によると，9月下旬
に最大で31頭， 10月中旬に最大で21頭が確認さ
れていた．

7–9月に周期的な頭数の増減が認められたが，
これは干潮時の方がアザラシの上陸頭数の割合が
高いという報告から（Bradford et al. 2005），潮の干
満に関係する可能性が高い．すなわち，干潮に近
ければ上陸している確認頭数が多くなり，満潮に
近いときは頭数が少なくなる傾向があると考えら
れる．

2．上陸頭数と潮位の関係
野付湾内にいるアザラシの頭数が比較的安定し

ているとされる8月のデータを抽出して，上陸頭
数と潮位との関係を検討した．潮位が低ければ，
アザラシが上陸できるアマモ場の面積が広くなる
ため，上陸頭数が多くなることが予測されたが，
図3のとおり，潮位41.5–44.0 cmの間で大幅な上
陸頭数の減少が認められた．さらに，潮位79 cm

以上では上陸個体がまったく確認されなくなった

ことから，野付湾内においては40–80 cm程度の潮
位でアマモ場が完全に水没し，アザラシにとって
上陸可能な場所がなくなるものと考えられた．図
5は，潮位41.5 cmの時に上陸しているゴマフアザ
ラシの状態である．体幹部は水面下となっており，
体を反らせて吻端を含む頭部と尾部から後肢を水
面上に出していた．

3．集中場所と利用頻度
6月は他の月に比べてカオルの瀬のアザラシに

よる利用頻度が高くなっていたが，アザラシの確
認頭数自体が同月は少なかったことに注意が必要
である．7–9月に利用頻度が高かったトッカリと
トドワラの瀬は，干潮時に広大なアマモ場が海面
上に現れていたため，アザラシが上陸して休息す
るのに適した場所であると考えられた．このこと
から調査期間全体を通して上記2箇所に分布が集
中したものと考えられる．
なお，調査開始前に観光船の船長より聞き取り

を実施したところ，干潮時はトッカリ・トドワラの
瀬に多く，満潮時はカオルの瀬にアザラシの分布
が多くなるとのことであったが，本調査ではデー
タ数が十分でないため，潮位によって場所ごとの
利用頻度が変わるのか否かまでは明らかにするこ
とができなかった．
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図5．アザラシ上陸個体．2007年8月29日8時25分，潮位41.5 cm．上 : トッカリにて37頭確認．下 : 体を反らせ頭部
と尾部から後肢を水面上に出している．
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